


































はじめに 

 我々は,既に,自閉症には乳児期より睡眠覚醒リズムの障害があること。その主病変は背

側縫線核群にあると予想した。また,早期の縫線核群の障害が,それと密接に関係する青斑

核,腹側被蓋部,側座核の機能に影響を及ぼし,さらに縫線核青斑核の下行枝,これ'等及び

辺縁ドパミン(DA)神経系の上行枝を介し,脊髄,大脳皮質(主に前頭部)の機能障害を来し,

自閉症の特異な情緒障害,協調運動障害を主とする運動障害,言語障害をだし得ることを示

した。 

 今回は 1)自閉症児のてんかん併発についての臨床病態生理,2)自閉症児の頭部 CT 像の

研究,から,自閉症の病態に関する上部中枢の役割を検討,また,3)所謂ディスラフィア症候

群の臨床的検索から,腰仙部歩行中枢の障害が,頚部歩行中枢を越え,より中枢の神経系に

影響を与えていることを示唆した。また,最後に腹側被蓋－辺縁系－視床下部又は前頭葉系,

偏桃核－辺縁系－視床下部又は前頭葉系が自閉症の病態，特に幼児期の病態に関与してい

ることを示唆するとともに,自閉症の neurocircuit について我々の考えを述べた。 


